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ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
学
習
に

取
り
組
む

今
年
は
昨
年
に
取
り
組
ん

だ
「
仲
間
の
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
」「
暮
ら
し
と
仕
事
要
求

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果

か
ら
、
と
く
に
関
心
が
高
い

テ
ー
マ
を
学
習
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
7
割
を
こ

え
る
仲
間
が
、
制
度
の
内
容

や
そ
の
影
響
が
「
わ
か
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
」
が
話
題
の
中
心

に
な
り
ま
し
た
。
学
習
を
通

じ
て「
た
め
に
な
っ
た
」「
制

度
廃
止
の
可
能
性
が
あ
る
と

知
れ
て
良
か
っ
た
」
と
感
想

の
声
が
あ
が
る
一
方
で
、
ま

だ
ま
だ
「
難
し
い
」
「
も
っ

と
学
習
し
た
い
」
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
、
今
後
も
周
知

活
動
の
前
進
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
初
め
て
参
加
を
し
ま
し

た
。
今
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
る
だ
け
で
し
た
が
、
結

果
を
み
る
こ
と
で
自
分
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
業
界
全
体

の
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た（
北
練
馬
6
群
）」

「
課
税
業
者
で
な
い
の
で

あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た

が
、
仕
事
が
で
き
な
く
な
る

と
大
変
な
の
で
、
廃
止
で
き

る
よ
う
声
を
あ
げ
て
い
き
た

い
（
北
大
泉
3
群
）
」

春
の
分
会
情
勢
学
習
会
は
3
月
25
日
、
28
日
の

2
日
間
で
1
8
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

真
剣
な
討
論
に
発
展

改
憲
の
動
き
に
つ
い
て

は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
話
題
に
ふ
れ
、
あ
ら
た
め

て
平
和
と
向
き
合
い
・
考
え

る
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
意
見

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真

剣
な
討
論
の
す
え
に
参
議
院

選
挙
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
ま
し
た
。
練
馬
区
政
に
関

す
る
学
習
で
は
、
参
加
者
の

反
響
は
大
き
く
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
比
較
的
に
関
心
の
低
か

っ
た
4
月
の
区
長
選
に
む
け

仲
間
の
意
識
の
変
化
が
感
じ

ら
れ
る
取
り
組
み
と
な
り
ま

し
た
。
「
練
馬
区
の
財
政
は

危
機
を
迎
え
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
豊

か
で
あ
る
と
知
り
、
今
後
、

区
政
に
さ
ら
に
着
目
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
（
北
事
業
所

・
13
群
）
」

初参加者を含む17人が参加（＝3月25日・北練馬分会）

練
馬
支
部
に
は
各
地
域

の
居
住
者
や
事
業
所
を
中

心
に
組
織
さ
れ
た
28
の

「
分
会
」
が
あ
り
ま
す
。

分
会
は
地
元
を
拠
点
と
す

る
強
み
を
い
か
し
て
「
住

宅
相
談
」
や
「
防
災
活
動
」

な
ど
地
域
の
関
係
づ
く
り

に
取
り
組
み
多
く
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
分
会
の
活
動
は

東
京
土
建
の
運
動
を
支

え
、
仲
間
に
と
っ
て
も
分

会
・
群
が
身
近
な
組
織
と

し
て
大
き
な
存
在
感
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。
分
会
総

会
は
そ
う
し
た
分
会
の
一

年
間
の
取
り
組
み
を
総
括

し
、
次
年
度
の
運
動
方
針

を
「
み
ん
な
で
話
し
合
い

決
定
す
る
」
分
会
活
動
に

お
い
て
最
も
重
要
な
会
議

で
す
。
総
会
に
参
加
を
す

る
と
、
組
合
の
様
々
な
活

動
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

分
会
運
営
に
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

普
段
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

の
少
な
い
他
の
群
の
仲
間

に
出
会
え
、
新
た
な
つ
な

が
り
を
つ
く
る
事
が
で
き

ま
す
。
そ
う
し
た
関
係
づ

く
り
は
仕
事
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
る
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
減
少
す

る
事
態
の
な
か
、
仲
間
の

支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
会
は
全
組
合
員
が
対
象

で
、
誰
も
が
参
加
を
す
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。
互
い

に
意
見
や
要
望
を
出
し
合

い
、
よ
り
良
い
分
会
活
動

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

組
織
を
見
つ
め
次
の
行
動
へ

組
織
課
題
に
つ
い
て
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
到
達
を

確
信
に
、
あ
ら
た
め
て
拡
大

運
動
の
意
義
を
確
認
。
感
想

文
の
「
春
の
拡
大
運
動
で
、

あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
何

で
す
か
？
」
の
問
い
に
対
し

て
、
半
数
以
上
が
行
動
日
に

参
加
し
た
い
、
約
3
割
強
の

仲
間
が
対
象
者
を
探
し
て
み

る
と
回
答
し
ま
し
た
。
そ
し

て
多
く
の
分
会
が
分
会
総
会

の
成
功
に
む
け
、
仲
間
と
真

剣
に
課
題
を
討
論
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

▽
2
月
に
ロ

シ
ア
軍
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

連
日
、
民
間

人
を
含
め
た

戦
争
被
害
が
報
道
さ
れ
世
界

に
悲
し
み
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
な
か
、
両
国
の

状
況
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ

れ
、
ロ
シ
ア
国
内
に
お
け
る

戦
時
統
制
の
実
態
が
新
た
に

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ

シ
ア
当
局
は
教
育
、
経
済
面

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
統
制

を
す
す
め
、
国
民
へ
の
締
め

付
け
を
強
化
し
、
と
く
に
メ

デ
ィ
ア
規
制
の
分
野
で
は
、

こ
れ
ま
で
戦
闘
の
実
態
を
伝

え
て
き
た
国
内
独
立
系
メ
デ

ィ
ア
を
強
く
規
制
し
た
う

え
、
外
国
系
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
制
限
し
ま

し
た
。
欧
米
メ
デ
ィ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
主
要
都
市
か
ら
被

害
実
態
を
伝
え
る
な
か
、
ロ

シ
ア
の
国
営
放
送
は
「
民
間

人
に
犠
牲
者
は
い
な
い
」
と

主
張
を
続
け
、
情
報
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
政
府
批
判
や
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
と
み
な
し
た
場
合

に
、
記
者
ら
に
対
し
て
最
大

15
年
の
禁
錮
刑
を
科
せ
る
法

案
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
に
よ

り
、
欧
米
主
要
メ
デ
ィ
ア
は

相
次
い
で
ロ
シ
ア
国
内
で
の

取
材
活
動
の
一
時
停
止
を
表

明
す
る
事
態
に
。
ま
さ
に
戦

時
下
に
お
け
る
言
論
の
自
由

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。（

渡
）

2
0
2
2
年
度
の
活
動
は
こ
こ
か
ら

2
0
2
2
年
度
の
活
動
は
こ
こ
か
ら

分会情勢学習会分会情勢学習会
課題学習と討論に取組む

分
会
総
会
に
参
加
し
よ
う

分
会
総
会
に
参
加
し
よ
う

話
題
の
テ
ー
マ
を
扱
い
理
解
深
ま
る
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1月末から「事業復活支援金」の申請受付が始まりましたが、制度
や申請方法がわかりにくいという声もあがっています。そこで、支部
会館でセミナーを開催し、�使える�コロナ関連の支援金・給付金制
度について、最新ではどういう制度があるか、〈個人向け〉〈事業所
向け〉に分けて制度内容を共有します。

2
0
2
2
年
度
の
土
建
国

保
料
に
つ
い
て
、
本
人
分
は

「
実
質
据
え
置
き
」
で
介
護

保
険
料
の
み
1
人
2
0
0
円

引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
の
納
入
分
か
ら
改
定
に

な
り
ま
す
。

《
本
人
国
保
料
の
み
1
0
0

円
引
き
上
げ
（
入
院
共
済
1

0
0
円
引
き
下
げ
）
、
介
護

保
険
料
1
人
2
0
0
円
引
き

上
げ
》

【日程・会場】

◇個人向けセミナー

〈昼の部〉 3月15日（火） 午前10時～・練馬支部会館
〈夜の部〉 3月29日（火） 午後7時30分～・練馬支部会館

◇事業所向けセミナー

3月25日（金） 午前10時～・練馬支部会館
【定員】各回とも先着30人 【参加費】無料
【申込】分会に配布している「セミナー案内チラシ」
の裏面「参加申込書」に必要事項を記入の上、支部事
務所へＦＡＸでお申込みください。

東
京
土
建
の
組
合
総
合
共

済
は
、
組
合
員
が
病
気
や
ケ

ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き

の
生
活
を
助
け
合
い
、
結
婚

や
出
産
の
と
き
、
仲
間
や
家

族
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど

に
給
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
の
べ
59
万
人
以
上
の
仲

間
が
、
総
額
約
3
9
4
億
円

を
超
え
る
給
付
を
受
け
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
「
新
入
学

祝
い
金
」
は
子
育
て
世
代
の

組
合
員
を
応
援
す
る
制
度
の

一
つ
で
、
多
く
の
お
子
さ
ん

か
ら
喜
び
の
声
を
頂
い
て
い

ま
す
。
組
合
員
の
お
子
さ
ん

が
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学

し
た
際
に
5
0
0
0
円
分
の

図
書
カ
ー
ド
が
贈
呈
さ
れ
ま

す
。
昨
年
4
月（
令
和
3
年
）

入
学
分
に
関
す
る
申
請
期
限

は
今
月
末
（
3
月
末
）
ま
で

と
な
り
ま
す
。
対
象
は
昨
年

3
月
1
日
ま
で
に
組
合
に
加

入
し
、
同
年
4
月
に
小
中
学

校
に
入
学
し
た
お
子
さ
ん
を

持
つ
組
合
員
で
す
。
申
請
忘

れ
の
無
い
よ
う
に
お
手
続
き

を
お
願
い
致
し
ま
す
。な
お
、

今
年
度
（
令
和
4
年
）
入
学

分
は
4
月
よ
り
受
付
を
開
始

致
し
ま
す
。
申
請
は
分
会
群

の
役
員
、
も
し
く
は
練
馬
支

部
事
務
所
ま
で
。

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
届
け
ら

れ
る
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
イ
ラ
ス
ト
に
心
あ
た

た
ま
り
ま
す
。
今
月
も
皆

様
か
ら
の
お
便
り
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

◇
ス
テ
レ
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン

で
仕
事
、
生
活
、
本
当
に

大
変
な
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
先
の
見
え
な
い

菌
に
負
け
ず
、
一
日
一
日

を
「
大
切
に
」
元
気
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
中
村
分
会
／
渡
辺
節
代

夫
さ
ん
）

◇
親
子
で
し
ょ
う
か
？
か

わ
い
い
雪
だ
る
ま
の
イ
ラ

ス
ト
（
早
宮
分
会
／
早
瀬

由
香
里
さ
ん
）

・
慶
弔
金
支
給
申
請
書

・
お
子
さ
ん
の
生
年
月
日
と

親
子
関
係
が
確
認
で
き
る
書

類
と
し
て
以
下
の
う
ち
ど
れ

か
一
つ

①
お
子
さ
ん
の
土
建
国
保
の

保
険
証
、
②
戸
籍
謄
本
、
③

世
帯
全
員
の
住
民
票

※
②
③
は
い
ず
れ
も
続
柄
記

載 ◇
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
人
気
も
の
（
北
練
馬
分
会
／

前
田
敏
雄
さ
ん
）

建
築
金
物
・
鍛
冶
工（
2
人
）

従
業
員

平
和
台
技
研（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
平
和
台
1
―
7
―
14

☎
0
9
0
―
4
0
1
1
―
6

5
6
0

電
工
（
3
人
以
上
）
社
員
・

短
期

㈱
河
村
電
設
（
富
士
見
台
分

会
）

練
馬
区
高
松
6
―
8
―
15

☎
0
9
0
―
8
6
4
5
―
2

7
0
5

大
工
（
2
人
）
社
員
・
請
負

合
同
会
社
梁
建
（
北
大
泉
分

会
）

埼
玉
県
新
座
市
1
―
5
―
4

☎
0
9
0
―
5
5
1
2
―
1

0
1
4

塗
装
工
（
2
人
）
従
業
員
・

短
期
・
請
負

建
装
社
（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
5
―
2

―
18
―
7
0
1

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3

8
1
2

電
気
工
事
（
2
人
）
社
員

㈱
住
田
電
設
（
豊
玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
北
6
―
22
―
9

―
4
0
1

☎
0
9
0
―
9
1
3
8
―
3

6
3
8

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み

は
東
京
土
建
練
馬
支
部
求
人

・
求
職
係
ま
で

☎
0
3
―
3
8
2
5
―
5
5

2
2

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

チラシのダウンロードは

※特別税対部員（昨年の相談会参加者）には個別に案内を発送しています。

14（月）・16（水）・17（木）・18（金）・22（火）・
24（木）・29（火）・30（水）・31（木）

緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

【受付時間】午前10時～11時30分・午後1時～午後3時
【会 場】練馬支部会館（中村北1―6―2）

1（金）・5（火）・6（水）

確定申告個別相談会確定申告個別相談会

3月日程3月日程

4月日程4月日程

22年度の
国保料が決定
22年度の
国保料が決定

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

申
請
は
今
月
ま
で

申
請
は
今
月
ま
で

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

【
申
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